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trobenzolateー として合成品との混融によって証明し 冬期に採取 生産が行われる公安が多いと考えた篤●C･
ているが白樺泊自体の構造に関しては触れていない. r ある｡･~ ･ ､
















































他端は全長 100cm の-)-ピッ_'t:湘 和 に連結し,
その下矧 ま排気管を附した二ロ掛 こ結合する｡･












･吻合 4つ～40,03程度である｡脱油の舛 こ広料 に対し約
10%の水性河分を得るが,訳此gilidl51.0.-'で酸性













Terpをnalcムhol発頭とEiIヒ水衰とを分機 す る矧 こ
]ミuzicka･EIzeの軍法く1)による処理を行った｡即ち
巾性翫油,7Jg,無水フクール恨 71)gを油浴中で12r-,○
た 川寺問30分加熱する.榔 紙 凪 E:の7タJル酸を曙●
Tal)1C2:Fi旧lDistillatesofNeltraL畢irchtarOil
一p/I,- I-I_p蒜 慧 tolbtiTte干valt-t′lyields(g) Jで読 苅 Xl100'yalue
:.二▲. :. : :
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の大きい地 場 郵 な問分であ t?,例え淀の多い甲分で : 5 溜分の物理憧敢及元繋分析値 -
あっても温度問的 大き､こもq)tま爽脚 分と見倣し･ _･ 13個の田分につt'こて比3-･脚 樽 雌 光臥 沃素
押河に際し統合整恩を行った (但し t-t′.<1｡の場合 価,分子丑等融 鹿 し元素分析を行った成粗 描 3裁
け1として計罪すさ)｡ の通りである｡
Table'3:Physicaland､AnalyticalDatまofFinalDistilates.
叫 '77C60.n:elttor.～d知- 仁 n15 IIP(di?,eB 諾e!(e'tah'ei) lElZint竿 alJzis●I"wol!許 r
･:.･:･'･: '･:I:･. I:I.･ I. . -･. . :I
書 くC8fI8)nC%83.ユ7,H%11.84ClSH24-204
これらの結光を変的すると
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101 F .3×lq11 104 13×101 LIO弓 E3×10弓
Table5:InseeticidalActil,ityofFimlDisLillatcstoCILTe.V♪L'pipllS
PAT-T-TW好Larvae.-(Mortalityat250.after24hrs.)
.l■ ･ l ･ 日 日 ･ =
一 二 二三 ∴





























助数軌 .う己素分析を御軌 ･した同第七研究部鈴木,入 -
1叩













(6) ク 17,426(1934). ●■
く7) ク∴22,I1524(1939).
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